
23　広報のと№ 11  2006.1.1

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
国
か
ら
与
え
ら
れ
た
夢
、
町
村
合
併
を
い
た
し

ま
し
た
。
今
年
は
、
自
分
た
ち
で
創
っ
た
夢
を
実
現
す
る
年

に
し
た
い
も
の
で
す
。
新
生
能
登
町
に
は
多
く
の
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
一
番
重
要
と
考
え
ら
れ
る
問
題

は
人
口
の
減
少
で
す
。若
者
が
定
住
し
な
く
て
流
出
が
続
き
、

そ
の
う
え
少
子
化
が
進
む
、
こ
れ
が
人
口
減
少
の
最
大
の
要

因
で
あ
り
ま
す
。
若
者
が
定
住
し
な
い
原
因
は
諸
々
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
要
因
は
仕
事
が
な
い
、
ま
た
若
者
が
求
め
て
い

る
環
境
施
設
な
ど
の
不
足
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
若
い

夫
婦
の
少
子
化
思
想
が
あ
る
の
か
な
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
解
決
策
は
あ
る
の
か
な
い
の
か
。
わ
た
し
は
解

決
策
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
全
国
の
町
村
を
み
る

と
町
村
を
活
性
化
し
、
産
業
を
興
し
て
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
て
い
る
例
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
卓
越
し
た
指
導
者

に
よ
る
も
の
、
ま
た
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
意
欲
的

に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
代
表
さ
れ
る
例
は
全
国
に
あ

り
ま
す
。

　

新
生
能
登
町
に
も
新
し
い
文
化
「
産
業
」
も
芽
生
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
全
町
民
の
力
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
育
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

知
恵
と
努
力
は
人
間
に
与
え
ら
れ
た
最
高
の
喜
び
だ
と
思

い
ま
す
。

　

わ
た
し
の
座
右
の
銘
は
「
堂
々
と
」
で
す
。
新
年
は
堂
々

と
町
勢
発
展
を
目
指
し
、
産
業
の
開
拓
に
町
民
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
努
力
す
る
事
を
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
各
位
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
元
旦

情
報
格
差
の
是
正
を
図
る
こ
と
と
、
県
内
唯
一
の
海
洋
深
層

水
の
商
品
開
発
な
ど
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」に
も
力
を
注
ぎ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

能
登
町
が
持
つ
豊
か
な
財
産
は
、
全
国
に
誇
れ
る
も
の
が

あ
り
、
具
体
的
に
は
、
新
鮮
な
魚
、
海
洋
深
層
水
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
、
縄
文
真
脇
遺
跡
、
九
十
九
湾
、
あ
ば
れ
祭
り
、
ご

ざ
れ
祭
り
、能
登
杜
氏
な
ど
数
え
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
事
情
で
あ
り
ま
す
が
、
地
域
住

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
「
行
財
政
基
盤
の
確
立
」
と
豊

か
な
財
産
の
活
用
を
積
極
的
に
行
い
、「
能
登
町
の
未
来
の

礎
い
し
ず
え

を
築
く
」
年
と
な
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

本
年
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
健
や
か
で
、
明
る

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　　

平
成
十
八
年
元
旦

　

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

能
登
町
に
な
っ
て
の
初
め
て
の
新
年
を
皆
さ
ん
と
と
も
に

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
３
月
に
能
登
町
が
誕
生
し
て
か
ら
10
カ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
町
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の

ご
協
力
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
町
政
運
営
が
出
来
ま
し
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
奥
能

登
に
ひ
と
・
く
ら
し
が
輝
く
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
づ
く
り
を

着
実
に
進
め
て
行
く
た
め
に
、
一
刻
も
早
く
能
登
町
の
一
体

性
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
第
一
歩

と
し
て
、
昨
年
は
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
お
聞
き

し
、
町
の
計
画
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
の
想
い
か
ら
、「
能

登
町
の
未
来
を
語
る
会
」
を
開
催
し
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ご
意
見
を
「
能
登
町
総
合

計
画
」
の
策
定
に
活
か
し
、
今
後
の
町
政
の
運
営
に
役
立
て

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
最
重
点
課
題
と
し
て
、
17
年
度
に
引
き
続

き
有
線
テ
レ
ビ
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
各
地
区
の
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第４回

定例会

議
会

２
０
０
６
年
あ
な
た
の
目
標
は
。

一
般
会
計
で

　
　

1
億
１
６
２
５
万
８
千
円
追
加

　

第
４
回
能
登
町
議
会
定
例
会
は
、
12
月

13
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
を
19
日

ま
で
の
7
日
間
と
し
、
一
般
会
計
補
正
予

算
や
「
指
定
管
理
者
制
度
」
導
入
に
伴
う

条
例
改
正
案
な
ど
町
長
提
出
議
案
23
件
が

上
程
さ
れ
ま
し
た
。
19
日
の
採
決
で
は
、

第
3
回
定
例
会
か
ら
の
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
平
成
16
年
度
の
決
算
認
定
41
件
を

承
認
し
、
町
長
提
出
議
案
23
件
は
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
請
願
1

件
、
陳
情
2
件
が
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◆可決された町長提出議案
○平成 17 年度能登町一般会計補正予算（第３号）
　歳入歳出それぞれ 1億 1,625 万 8千円を追加し、総額を　
　166 億 1,088 万 1千円とする
○平成 17 年度能登町有線放送事業特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ 4,465 万 5千円を減額し、総額を 3億　
　6,001 万 6千円とする
○平成 17 年度能登町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　保険事業勘定の歳入歳出それぞれ5,184万 1千円を追加し、
　総額を 26億 2,736 万 1千円とする
○平成 17 年度能登町介護保険特別会計補正予算（第２号）
　保険事業勘定の歳入歳出それぞれ 590 万 8 千円を追加し、
　総額を 22億 6,182 万 3千円とする
○平成 17 年度能登町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ 2,417 万 7 千円を減額し、総額を 12 億
　2,123 万 8千円とする
○平成 17年度能登町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出それぞれ 3,206 万 7千円を追加し、総額を 5億　
　7,695 万 7千円とする
○平成 17年度能登町浄化槽整備推進事業特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ 395 万 2千円を追加し、総額を 3,673 万
　2千円とする
○平成 17 年度能登町水道事業会計補正予算（第３号）
○平成 17 年度能登町病院事業会計補正予算（第２号）
○能登町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例について
○能登町情報ネットワークセンター条例の一部を改正する条
　例について
　小木地区の有線テレビ業務開始にむけて区域や料金などを
　定める

○能登町地区集会所等条例の一部を改正する条例について
　宮犬地区生活改善センターを条例に追加する
○職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例について
　石川県、富山県、福井県の出張における日当を廃止する
○能登町水道事業給水条例の一部を改正する条例について
　時長地区を上水道給水区域に含める
○公の施設に係る指定管理者制度の導入等に伴う関係条例の
　整備に関する条例について
　該当となる町有施設を規定する条例30件について一括して
　改正
○証明書等の交付に係る事務の委託に関する規約の変更について
○石川県市町村職員退職手当組合規約の変更について
○石川県町村議会議員公務災害補償組合規約の変更について
○石川県市町村消防団員等公務災害補償等組合規約の変更に
　ついて
○石川県市町村消防賞じゅつ金組合規約の変更について
○奥能登広域圏事務組合を組織する地方公共団体の数の増減　
　（廃置分合）に伴う奥能登広域圏事務組合規約の変更について
○のと鉄道運営助成基金事務組合を組織する地方公共団体の
　数の増減（廃置分合）について
○「能登町公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関する協
　定の締結について」の議決の一部変更について
◆可決された議会提出議案
○高金利引き下げに関する意見書の提出について
○非核・平和能登町宣言の決議について
○地産地消自治体宣言の決議について

指定管理者制度とは･･
　地方自治法の改正により、これ
までは町や町が 2分の 1以上出資
する法人に限定されていた公の施
設の管理方法を平成 18 年 9月ま
でに「指定管理者制度」に変更す
ることになりました。
　これにより、町が直接管理する
方法以外は、議会の議決を経て民
間会社を含む「指定管理者」から
選定することになります。今回町
では該当となる町有施設を規定す
る条例 30 件について一括して改
正を行いました。

　

請
願
と
陳
情
の
採
択
を
受
け
て
、
地
産

地
消
自
治
体
宣
言
の
決
議
な
ど
議
会
提
出

議
案
3
件
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
採
択
さ
れ
た
請
願

○
高
金
利
引
き
下
げ
に
関
す
る
請
願

◆
採
択
さ
れ
た
陳
情

○
「
非
核
・
平
和
能
登
町
宣
言
」
採
択
の

　

陳
情

○
地
域
農
林
水
産
業
活
性
化
を
図
る
た
め

　

の
「
地
産
地
消
自
治
体
宣
言
」
を
求
め

　

る
陳
情

4
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農
村
の
守
護
霊
・
田
の
神
様

　

奥
能
登
の
農
村
で
信
仰
さ
れ
て
い
る
田

の
神
様
は
、
稲
作
だ
け
で
な
く
、
夫
婦
の

神
、
山
の
神
、
家
の
神
を
習
合
し
て
お
り
、

ま
た
畑
作
も
守
っ
て
い
る
。
ま
た
、
田
の

神
様
は
夫
婦
で
、「
昼
夜
の
別
な
く
泥
田

の
中
で
田
を
守
り
続
け
、
疲
れ
の
た
め
に

失
明
し
た
」
と
も
「
稲
穂
で
目
を
傷
つ
け

ら
れ
て
片
目
に
な
っ
た
」
と
も
い
わ
れ
、

目
が
不
自
由
だ
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

暮
れ
の
ア
エ
ノ
コ
ト･･･

12
月
5
日

　

奥
能
登
の
農
家
で
は
、
12
月
5
日
に
田

の
神
様
を
田
ん
ぼ
か
ら
家
へ
迎
え
、
ご
ち

そ
う
で
も
て
な
す
祭
り
「
田
の
神
迎
え
」

の
神
事
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
ア
エ
ノ
コ

ト
は
、
農
耕
に
従
事
し
て
き
た
国
民
の
基

礎
的
生
活
の
特
色
を
典
型
的
に
示
す
事
例

と
し
て
昭
和
51
年
に
国
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

ア
エ
ノ
コ
ト
の
「
ア
エ
」
は
饗
き
ょ
う
お
う応

（
ご
ち
そ
う

を
し
て
も

て
な
す

）
を
意
味
し
、「
コ
ト
」
は
「
事こ

と

」

と
も
書
か
れ
、家
庭
の
祭
り
を
意
味
す
る
。

古
く
か
ら
各
家
庭
に
伝
わ
る
祭
事
の
た
め

形
式
は
一
定
し
て
お
ら
ず
、
ゴ
テ
（
世
帯

主
）
の
采
配
で
神
事
が
行
わ
れ
る
。
一
般

的
に
は
、
正
装
し
た
主
人
が
、
目
の
不
自

由
な
夫
婦
神
の
田
の
神
様
の
手
を
取
り
、

入
浴
を
す
す
め
、
座
敷
に
案
内
し
、
ご
ち

そ
う
を
一
品
一
品
説
明
す
る
。

　

座
敷
で
は
、種た
ね
も
み籾
俵
が
大
黒
積
み
さ
れ
、

御
膳
が
2
膳
用
意
さ
れ
る
。
御
膳
は
ハ
チ

メ
か
鯛
の
お
頭
付
き
で
、
煮
し
め
、
赤
飯
、

甘
酒
を
添
え
る
。
赤
飯
と
甘
酒
は
田
の
神

様
の
大
好
物
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

田
の
神
様
を
家
に
迎
え
た
主
人
は
、「
田

の
神
様
ど
う
ぞ
お
風
呂
が
沸
き
ま
し
た
か

ら
お
入
り
く
だ
さ
い
」
と
風
呂
へ
案
内
す

る
。
し
ば
ら
く
し
て
「
ど
う
ぞ
ご
ち
そ
う

を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
お
あ
が
り
く

だ
さ
い
」
と
風
呂
場
か
ら
御
膳
の
所
へ
案

内
す
る
。
こ
の
日
か
ら
2
月
9
日
ま
で
、

田
の
神
様
は
家
の
中
で
家
族
と
過
ご
し
寒

い
冬
を
越
す
。

春
の
ア
エ
ノ
コ
ト･･･

2
月
9
日

　

2
月
9
日
の
「
田
の
神
送
り
」
の
神
事

は
、
迎
え
の
行
事
よ
り
簡
略
さ
れ
る
。
饗

応
し
鏡
餅
と
松
飾
り
、
清
め
た
鍬
を
持
っ

て
田
ん
ぼ
へ
行
く
。
田
ん
ぼ
で
は
鍬
を
3

回
打
っ
て
「
田
打
ち
」
初
め
を
す
る
。
鏡

餅
は
雑
煮
に
し
て
い
た
だ
く
。

伝
承
し
て
い
き
た
い
奥
能
登
の
魂

　

豊
作
を
祈
る
祈
念
祭
と
し
て
の
春
の
ア

エ
ノ
コ
ト
。
収
穫
を
祝
う
新に
い
な
め嘗
祭
と
し
て

の
暮
れ
の
ア
エ
ノ
コ
ト
。
神
に
感
謝
し
、

神
を
も
て
な
す
気
持
ち
の
強
い
奥
能
登
だ

け
に
伝
わ
る
こ
の
「
ア
エ
ノ
コ
ト
」
神
事

は
奥
能
登
の
大
切
な
宝
物
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
過
疎
化
、
農
業
の
近
代
化
の
中
で
後

継
者
は
減
っ
て
い
る
が
、
伝
え
残
し
て
い

き
た
い
大
切
な
伝
統
行
事
で
あ
る
。

「お迎えにあがりました」
鍬を 3回打って、田んぼから田の神様を迎える

「ごゆっくりお召し上がりください」
夫婦神である田の神様を御膳に近づけ饗応する

「おそまつなお風呂でございました」
田の神様の入浴のあと、御膳の場所に案内する

「赤飯がございます。刺身はブリでございます」
目の不自由な田の神様に一品一品説明をする

※アエノコトは行う家によってそれぞれ違っています。
　写真は 12月 5日に植物公園内の合鹿庵で行われたアエノコト神事の模様です。【執行者：田中  登さん（小間生）】

6

田
の
神
様
の
お
か
げ
で
本
年
も
豊
作
で
し
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ど
う
ぞ
ご
ゆ
っ
く
り
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
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 3連載 能 登 総 合 計 画 策 定 中町

　能登町では現在、計画期間を 10 年間とする「能登町総合計画」の策定に向
けて取り組んでいます。
　計画づくりに町民のみなさんのアイデアを活かすため、７月から 10 月にか
けて、町内 16 カ所の会場で「能登町の未来を語る会」を開催し、554 人の方
が参加されました。各会場では、能登町の今後のまちづくりに関するアイデ
アや各地域の問題点などについて町長と語り合い、町民のみなさんから延べ
377 件のご意見をいただきました。

審議会委員紹介③
紙谷靖博　
（能登町社会福祉協議会）
　能登町もご多分に漏れず少子高
齢化と過疎化が進んでいますが、
環境の恵まれたわが町の良さに気
づき安心して子どもを産み育てら

れ、高齢者の方々も楽しく安全な老後が送れるよ
うな町になればと思っています。
　住んで良かったといえるような町づくりに協力
ができるよう努めたいと考えております。

新出二三恵
（能登町婦人団体協議会）
　私たちの能登町は、著しく過疎
化をたどり、少子高齢化などの多
くの問題を抱えています。
　地域の人たちが何を求め、どの

ような地域にしたいのかを考え、実現できるよう
な運動をしていかなければなりません。そのため
にも私は、女性が安心して子育てでき、安定した
家庭を築けるような地域づくりを展開していきた
いと思います。

554 人から 377 件の提言

能登町の未来を語る会
　　　　　　　　　　　　を開催しました！

〈多くのご意見が寄せられた項目〉
項目 件数 主な内容

道路整備の推進 38 幹線道路網整備、道路舗装、安全対策、道路案内、道路管理
行政運営の効率化 35 行政サービス・職員の対応の向上、新庁舎建設、庁舎の利便性の向上
農林水産業の振興 26 第 1次産業の強化、地産地消、特産品開発、基盤整備
広報・公聴の充実 17 審議会などへの若手の登用、未来を語る会の継続開催、若者の参加
コミュニティ活動の推進 16 公民館活動の推進、公民館の運営（職員体制、休館日）
公共交通の充実 16 路線バス・スクールバスの利便性向上、広域公共交通網の充実
町土の保全 16 消波ブロック・防波堤などの維持管理、ダムの活用、災害復旧
廃校舎の活用 15 コミュニティ施設・スポーツ施設・宿泊施設などへの活用
財政運営の効率化 14 人件費の削減、就業の場としての職員数の確保
観光の振興 14 奥能登地域の連携、体験・滞在型観光の強化、農業・漁業との連携
新規産業の創出、産業連携の促進 13 企業誘致、起業支援、既存企業支援、海洋深層水の農漁業への活用
情報通信基盤の充実 12 有線テレビ番組の充実、情報通信網の活用
学校教育の充実 12 小中学校の統合、スクールバスの充実・通学支援
交流活動の推進 11 交流イベントの開催、交流人口の拡大
住民参画の推進 11 ボランティア活動の支援（道路維持管理、清掃活動、高齢者サポート）
高齢者福祉の向上 11 公共施設・公民館のバリアフリー化、高齢者サポートボランティア
防災・救急体制の強化 11 適正な避難場所指定、地震・火災情報の提供、防風ネットの整備
定住の促進 10 宅地造成、定年退職者の移住受け入れ、空家活用

※ご意見は「能登町まちづくり計画」の施策分類を参考に分類しています

※能登町の未来を語る会でお寄せいただいたご意見は、庁内の総合計画策定委員会で検討して総合計画に反映
　していきます。また、お問い合わせやご要望については、関係課で対応を検討していきます。

〈問い合わせ〉企画財政課

■開館時間　午前９時 15 分
               　　　～午後５時 30 分
　　　（10 月～３月は午後５時で閉館）
■休館日　月曜日
　　　　　第３日曜日
　　　　　年末年始 12/28 ～１/4
■住　所　宇出津タ -46-1
■問い合わせ　☎・℻ 62-1503
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この青虫くんの
中をくぐると
2階まで行けるよ！

  みらいセンター所長　　  　　
　　　　山辺  照子さん
Qみらいセンターのいいところは？
　町の中にあるので利用しやすいとい
うところですね。人と話すことが少し
苦手な子どもたちでも、ここに来ると
自分の居場所を見つけたように明るい
表情を見せてくれる瞬間があるんです。
とても嬉しい気持ちになりますね。
　またお母さん同士の意見交流の場としてもぜひ利用してくださ
い。子どもとだけ向き合っていると成長に関して不安になること
も、ここに来て解消できるときもあります。大切な子どもたちの
健全な育成には、なくてはならない施設だと思います。

「ノーム」ってヨーロッパの
森の妖精なんだって！
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 12
月

能都・柳田・内浦の３商工会が合併に調印

お母さん今夜はブリ大根！？

まちの出来事　　12

いざという時に備えて自衛隊父兄会が発足

赤十字奉仕団の救命法講習会が 11 月 30 日に防災
センターで行われ、奉仕団 21 人が心肺蘇生法や

自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の使用方法について学
びました。能登町赤十字奉仕団の木挽委員長は、「救急
時の心の備えを学びたい」とあいさつし、日赤石川県
支部の講師 3人から丁寧な指導を受けました。参加者
は、もしもの時に慌てることのないよう一つ一つの動
作を理解しながら、真剣に講習を受けていました。
　頭で分かっていても実際にはできないことがありま
す。もしもの時に正しい処置ができるよう、みなさん
も機会があれば救命講習を受けてみてください。

▲

救
急
法
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
あ
な
た

に
も
救
え
る
命
が
あ
り
ま
す

能登町自衛隊父兄会発足協議会が 12 月 11 日、能
都庁舎で行われました。これまで、自衛隊父兄会

の活動が行われていなかった旧能都町、旧柳田村の自
衛隊員父兄に対し、旧内浦町自衛隊父兄会会長の出島
健二氏が発起人となり「町村合併が進んだ今こそ、父
兄会活動を推進していきましょう」と提言し協議会の
開催となりました。会議では、父兄会発足に向けた協
議が行われ、平成 18 年 4月より能登町自衛隊父兄会と
して活動していくことが了承されました。
　能登町からは、現在 79 人が自衛隊員として全国各地
で活躍しています。

▲

今
後
は
親
ど
う
し
が
協
力
し
て
子
ど
も

た
ち
を
支
援
し
て
い
く

柳田盆友会に地域づくり奨励賞 　　 ようこそ影絵の世界へ！

劇団かかし座の影絵劇「お星さまの色えんぴつ・ね
ずみのとうさんアナトール」が 12 月 18 日、内浦

福祉センターで開催されました。この催しは能登町子
ども会連合会子ども大会として開かれたもので、6色
のペンライトやさまざまな色のセロハンを使った幻想
的な影絵が上映されました。ギターやストリートオル
ガンの音色に合わせ、白鳥やカエル、フクロウなどを
表現したり、ねずみを主人公にした物語などが披露さ
れ、会場に集まった子どもたちを楽しませていました。
出演者とふれあえるコーナーもあり、会場内は外の雪
景色とは対照的に、あたたかい空気に包まれました。

金沢市の県女性センターで 11 月 26 日に開催され
た石川地域づくり表彰で、柳田盆友会が奨励賞を

受賞しました。この地域づくり表彰は平成 9年から隔
年で実施されており、今回は 27 団体の中から「大賞」「優
秀賞」など 3つの賞に 10 団体が選ばれています。
　柳田盆友会は、「のとキリシマツツジ」を地域資源と
して着目し、金沢市や能登空港などでの展示会を重ね
ており、昨年は奥能登各地の愛好家による地域おこし
のネットワークを構築しました。また、この花のルー
ツを探る活動が韓国との交流に発展するなど、スケー
ルの大きな活動を展開しています。

▲

表
彰
状
を
受
け
取
る
柳
田
盆
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副
会
長

▲

会
場
に
集
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た
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ん
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も
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絵
に
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戦
、
何
に
見
え
る
か
な
？

斉和地区に最新鋭の小型動力ポンプ付積載車を配備

能登三郷商工会の合併調印式が 12 月
9 日、能登勤労者プラザで行われま

した。昨年 6月に第 1 回合併協議会が開
催されてから約６カ月の協議を経て、平
成 18 年 4 月 1日に「能登町商工会」が設
立されることになりました。調印式では、
数馬能都町商工会長、浜田内浦町商工会
長、福池柳田村商工会長が合併契約書に
署名捺印し、持木町長、永江県商工会連
合会副会長が立会人として署名しました。
調印後、数馬会長は「会員にとってすば
らしい商工会となるよう、地域振興の中
心となれるようがんばりたい」とあいさ
つしました。

宇出津港で水揚げされた寒ブリを味
わってもらおうと 12 月４日、宇出津

新町通り特設会場で「いきいき能登ぶりま
つり」が開催されました。会場には約 300
人が訪れ、いしりを使った団子汁が無料で
振る舞われたほか、海鮮焼きコーナーが設
けられました。この日水揚げされた 10kg
前後のブリ 16 本が会場に届けられると、
商店街の魚屋さんの手により観客の前で
あっという間にさばかれました。通常の 3
割引ほどの値札がつけられた刺身などは、
約 1時間で完売しました。みなさんの家庭
では、どんなブリ料理が食卓を飾ったので
しょうか？

上町分団斉和部に小型動力ポンプ付積
載車が配備されることになり、12

月 10 日に中斉の八幡神社で入魂式が行
われました。旧車両の老朽化により配備
された新型車両は、車両に小型動力ポン
プを積載し、少人数でも迅速な放水が可
能となっており、県内では唯一の配備と
のことです。車両の引き渡しを受けた上
町分団長の橋本渡さんは「これを機に消
防人としての意識をさらに高め、住民の
期待に沿えるよう努力します」とあいさ
つしました。式終了後、初放水が行われ、
ポンプ車にも劣らないその能力を披露し
ました。

▲お祓いを受ける消防車。積載される小型ポンプは単体でも
放水が可能となっている

▲鮮やかな包丁さばき！この季節の天然のブリは脂がのっ
て最高です！捨てるところがないといわれるブリは皮や胃
袋などのなますも珍味とされています

▲合併契約書に署名捺印する３商工会長


